
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和８年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○自律的な学び手を育む国語科授業づくりの推進 ○「授業において，資質・能力の高まりを自覚できる
単元デザインをすることができた」と80%以上の職員が
回答。

・低学年G，中学年G，高学年Gそれぞれでグループ研を実施
し，全職員で参観する。
・振り返りの指導を充実させる。
・単元の終末に適応題やオリジナルテストを実施したり，言語
活動を広げたりするなど，単元の終わり方の工夫をする。

・ ・ ・

まなび部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける
教育活動

○「自分や友達のよさに気付くことができた」と回答し
た児童の割合90％以上

・「ぽかぽかタイム」を通して全児童を褒めることで、自己肯定
感を高めたり、友達のよさに気付いたりできるようにする。
・児童同士のぽかぽかカードも実施し、相手意識を高めるよう
にする。

・ ・ ・

こころ部

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止等のた
めの取組、事案対処等）について組織的対応ができ
ていると回答した教員90％以上

・月に１度「にこにこアンケート」を実施し、困っていることや気
になることなど児童の思いを把握し、いじめに対するアンテナ
を高くする。
・気になる事案があった場合は、管理職、担任、生徒指導担
当で情報を共有し、柔軟な対応ができるようにする。

・ ・ ・

こころ部

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意欲的に取り
組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童生徒８０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な
回答をした児童生徒８０％以上

・４年生の「１０才感謝式」５年生「SDGS」６年生の「１２歳のハ
ローワーク」と総合的な学習と関連させてカリキュラムを開発
する。
・「人・もの・ことバンク」を活用して多彩なゲストティーチャーと
関わる機会を設ける。

・ ・ ・

まなび部
4，5，6年担任

◎互いのよさを認め合い，生かそうとする教育活動の開発 ○低学年児童の９０％が高学年の言動を模範とし、
学校生活に生かそうとしている。
○５，６年児童の９０％が学校のリーダーとしての自
覚をもち、生活することができる。

・月１回以上のたてわり遊び、週２回のたてわり掃除(2学期
～)を実施し、異学年交流を促す。
・「たてわりリーダー会」を実施し、高学年児童のリーダーシッ
プの在り方について考える機会を設ける。

・ ・ ・

なかま部

❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」

❶体育の授業に進んで取り組んでいる児童90％以
上、授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間
で４２０分以上の児童生徒70％以上
❷
・朝食喫食率の児童生徒９０％以上
早寝早起きができている児童生徒（起きる時刻６：３
０、寝る時刻１～３年９：００、４～６年１０：００）70％以
上
・自分から進んであいさつをすることができる児童、場
に応じた正しい言葉遣いができる児童80％以上

①体育の授業を通して、児童と運動の関係を豊かにしてい
く。
　・運動委員会主催のスポーツ大会を開催したりスポーツチャ
レンジを紹介したりする。

②「新栄っ子カード」の実施
　・長期休業中の「生活習慣チェック」の実施

・ ・ ・

そだち部
こころ部

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年
次休暇の取得日数１４日以上

・「私の定時退勤日」として、週１日は必ず定時退勤する日を
決め、職員で共有する。
・長期休業中だけでなく、課業日においても学期に１日は年休
を取得できるような職員の協力体制を構築する。
・夏期休業中は７日以上、冬期休業中は３日以上年休取得す
るよう計画を立てることができるようにする。。

・ ・ ・

教頭
全職員

●特別支援教育の充実

○特別支援学級全体の連携強化と特別支援教育に関する教員の
意識の向上

○「学校が楽しい」と回答した児童の割合が85％以上
（「安心して登校することができる」と回答した児童の
割合が85％以上）

○「特別支援教育に関する児童理解の意識が向上し
た」と回答した教員の割合が90％以上

・「ふれあい活動」という特別支援学級全体の自立活動や定
例会を行い、特別支援学級担任同士の連携を図るとともに、
様々な児童の支援を特別支援学級担任全体で支援する。
・校内研修や校内研究を通して、教員の特別支援教育への
理解を深め、児童のニーズに沿った支援ができる教員を増や
す。

・ ・ ・

特別支援担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○人権・同和教育の充実

〇自他を大切にする態度を養う。
○互いの良さや違いを認め合い、共に生きる力を育てる。（多様性
の理解）

・「自分にはいいところがある」と回答した児童80%以
上
・「友だちはあなたのことを認めてくれる」と回答した児
童80%以上

・給食時間に行う「ぽかぽかタイム」（教員から児童の取り組
みをほめる時間）の取り組みを通して、少しでも自己肯定感を
高めたり、友達のよさに気付いたりする。
・人権集会や人権教室で、互いの良さや違いを認め合うこと
について、本の読み聞かせや教員の話を児童が聞くことに
よって、多様性への理解を促すようにする。

・ ・ ・

こころ部（人権・同和教育担
当）

○コミュニティ・スクールの充実

○地域と協働した学校運営の充実　・行事における連携　・学習支
援、特別活動への参画

○学校行事等における地域の方々との連携率を90％
以上

・各学年、地域との協働による教育活動を実施する。（各学
年、年間１回以上の実施）
・年間行事について、年度当初に共通理解を図る。

・ ・ ・

教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き方改革の
推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立新栄小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・昨年度、学校運営協議会（コミュニテースクール）がスタートし、地域人材や外部講師等を活用して各学年の教育活動を活性化させることができた。来年度はさらに活動を充実させ、児童に自らの夢や目標に向けて努力する意識をさらに高めたい。

・指導５部による主体的な教育活動を展開することができた。来年度は学級減にともない職員数の減少が見込まれるため、指導４部体制に組み替えて学校全体の教育力の向上を目指したい。

・時間外勤務時間については、年間360時間以内・月４５時間以内となるよう、８８％の職員が意識し勤務時間削減に取り組んだとアンケート回答している。しかしながら、担任の約半数が２０代の若手職員となっており、教材研究等で時間外勤務が多くなる傾向がある。更に業務改善の意識向上と具体的な取組を推進していく必要がある。

２　学校教育目標 ともに　たくましく　生きる　子どもの育成

３　本年度の重点目標

①指導４部【こころ部・まなび部・そだち部・なかま部】の主体的な教育活動の展開

【こころ部】生徒指導を中心とした、あたたかく、かつ、規律ある学校づくり　【まなび部】自律的な学び手の育成　【そだち部】心身ともに健康でたくましく、柔軟な児童の育成　【なかま部】異年齢集団活動を通した児童の育成

②地域や保護者との協働による「子どもが育つ」学校づくり


